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1．はじめに
筆者は1993年にベルリン、ミュンヘン、ケルン、デュッセルドルフ、ボン、メンヒェ
ングラートバッハ、カールスルーエ、カッセル、ダルムシュタット、ハンブルク、ブレー
メン、フランクフルトの美術館を約1ヶ月かけて鑑賞した。周知の通り、ドイツは地方自
治が進んでおり、どの地方にも優れた美術館があり、特に驚かされるのが、現代美術を含
むコレクションが充実していることである。まさに美術においては世界の最先進国の一つ
といっても良いだろう。その中で特に記憶に残ったのが、当時、マックス・ベックマン
（Max Beckmann、1884-1950）の作品をよく見かけたことであり、当時の筆者には、良さが
わからないまま強烈な印象だけが残っていた。その後もドイツの美術には、ボイス
（Joseph Beuys、1921-1986）を始めとして常に刺激を受けており、2007年にはカッセルで5
年に一度行われるドクメンタ、また、10年に一度開催されるミュンスター野外彫刻展も
鑑賞した中で、やはり日本の美術とは大きく違う印象を受けた。そこで、今回どれほど、
ベックマンも含む皮肉やユーモア、政治的社会的な作家がいるのかを調べた。調査方法は、
ArtFacts.net（１）のアーティストランキング10000位以内のドイツ国籍の作家全員を対象と
し、キーワードにより分類し、また、現地でのインタビューも交え考察した。ランキング
を使用したのは、調査するにあたりどこかで線引きをしなければならなかったことが最も
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ドイツにおける現代絵画について
─皮肉・ユーモア・政治的社会的表現
詫摩昭人
──要旨
ドイツの絵画としてすぐに思いつくものは、古くはデューラー（Albrecht Dürer、1471-1528）、
もしくはフリードリヒ（Caspar David Friedrich、1774-1840）、現代ではリヒター（Gerhard Richter、
1932-）やキーファー（Anselm Kiefer、1945-）かもしれない。しかし、ドイツの美術を鑑賞する
と皮肉やユーモア、政治的社会的な作品が多いことを特に感じる。そこで今回、ドイツの主要
作家1414人を調べ、どれくらいの割合で、そのような作家がいるのかを調査した。また現地
でのインタビューも交え考察した。
大きな理由である。ArtFacts.netは現在最も確実なアーティストランキングであるが、当然、
ランキングは指標の取り方、重み付けに課題があり、欧米の物差しであるために日本には
不利な部分も多々あるのは十分に承知の上である。また2014年 4月 1日時点でのランキ
ングとし、10000位以内とした理由は、4月 1日時点で10000位以内にドイツ国籍の作家
は1414人もいたために、一人一人調べていくにはこの数が限界だと認識した。今回調査
して明らかとなった1414人いた事実だけでも、いかにドイツが大変な美術大国であるの
かを痛感した事実であった。10000位に入るためには、相当数の公の展覧会を行わなけれ
ばならない。例えば約9900位の作家の公の展覧会数が32本にもなっていることで理解
できよう。また、キーワードで分類したとはいえ、ここに入る作家はすべて、本来、それ
ぞれに独立してオリジナリティに優れた作家であることは言うまでもないことであること
を付け加えておく必要がある。ここまで広範囲に調べた先行例はなく、貴重なデータとな
ると考えている。
2．調査方法、キーワードの設定
まず、1414人を生年順に並べた。グループで活動している作家は年長の作家の年とし
て並べた。1414人の中でどうしても生年がわからない作家が、8人いた。10年ごとに区
切り世代別に見ると以下の表となる（図1）。この表からは1960年代生まれの作家が404
人で最も多く、次いで1970年代生まれの作家が339人で多いことが解った。この20年
の間だけで、全体の52.5％になるので、十分に同時代のアートを視野に入れた調査だとい
うことが言えるであろう。二つ以上の国籍にまたがる作家も加えた。しかし、ドイツで活
躍しながら国籍がドイツでないものは外した。一方、ドイツ国籍でありながら、ドイツ以
外で活動している作家は加えた。極めて広範囲であるために、出来るだけ作業は機械的に
行えるように国籍だけで区切ることにした。またこのランキングは1800年以降生まれの
作家となっているので、それ以前の作家は含まれていない。1414人の作家の中でどれく
らい、皮肉やユーモア、政治的社会的な表現
につながる作家がいるのかを探す作業である。
調べていく上で驚いたのが資料の多さだった。
若い世代にもかかわらず、かなりの割合で作
家のウィキペディアは存在しており、事細か
に書かれている。作家のホームページももち
ろん存在しているが、最も参考にしたものは
インターネットサイトマガジンの Frieze や
Contemporary Art Daily、ARTFORUM、Monopol、
artnews.org、Art in Americaによる作家紹介や展
覧会評、または、ニューヨーク近代美術館や
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図 1  ドイツ美術家の世代別割合
テートギャラリーなどの美術館サイトの作家紹介だった。50％以上は1960年以降生まれ
の作家なので、評価の定まっていない作家も多い中での作業だが、出来るだけ機械的に行
えるように、作家紹介の中に、直接、「皮肉」「ユーモア」「政治的」「社会的」の言葉がある
ものはすぐにカウントできる。例えばこうである。2012年に東京都現代美術館でも大規
模な個展を行った Thomas Demand（1964～）の Friezeにおける Jenni Sorkin氏による展覧会
評では、“The most political piece in the show, Podium references a moment of enormous political and
social calamity that the West never actually experienced firsthand.” （２）とある。このように political
や socialの言葉が作家紹介にそのまま出てくるものをカウントしていった。
しかし、そうでないものに対してのルールを決めておく必要があるだろう。この調査の
きっかけは、マックス・ベックマンに始まるので、まず、ベックマンを紹介する。マック
ス・ベックマンは1884年ライプツィヒ生まれの自画像を含む、人物中心の黒い輪郭線が特
徴の油彩画を多く残した画家である。「ベックマンの作品をみわたすと、ギリシャの神々、
北欧のサガに登場する人物たち、先史の偶像たちもいれば、いかにも20年代、30年代風
の紳士淑女、あるいはひもや売春婦にもことかかない」（３）。ベックマンはドイツ表現主義
を代表する作家とされるが、ドイツ表現主義とは、1900年初頭にドイツで盛り上がりを
見せた一連の作家たちを指し、表現主義を意味する「 ”Expression” とは文字どおり、 ”Im-
pression” と芸術的な方向性を異にする概念である」（４）からも理解できるように、Impression
であるフランス印象派に対抗する立場としてしばしば述べられ、ムンクやゴッホをその前
身とし、作風は激情的な描写、奔騰するファンタジー、精神の絶対性（５）、不安を表現し
ていると言われる。「印象主義は夢のない芸術である。それは現在という瞬間しか知らず、
神話と歴史はその画面からとりのぞいてしまった。一方、表現主義とは、それとは逆に、
ありとあらゆるところに内面の独白を表現するための象徴を探しもとめたのである」（６）。
時代はアメリカ中心のモダニズムな抽象絵画へと突き進む中、ベックマンはグロテスクで
絶望的ながらユーモアのある具象絵画を描き続けたのである。人間の内面の表現や精神性
を重んじ、見て美しい作品より、暗く、重たいものが多い。皮肉、ユーモア、政治的社会
的な記述がなくても “具象絵画で暗く、重く、激情的なもの”は今回選びたい。そのよう
に考えた場合、複数のドイツ独自の主義や派があるので次に考察することにする。
まずはベックマンの生まれ故郷でもあるライプツィヒでは、ライプツィヒ派と呼ばれる
作家たちがいる。社会主義リアリズムともいわれ、当時の東ドイツ政権を暗に批判してい
るところもあり、独自の具象絵画が発達した。今回の調べた1414人の中でライプツィヒ
派としてもっとも年長である Bernhard Heisig（1925-2011）は、ベックマンやココシュカに
影響を受けており（７）、具象でありながら、極端にデフォルメされた作風はまさに、表現
主義に似たものを感じる。ライプツィヒ派とそれに続く新ライプツィヒ派も、メッセージ
性の強い具象絵画なので、キーワードに加えることに問題ないと考える。また、1970年
代に盛り上がりを見せたバゼリッツ（Georg Baselitz、1938- ）を含む新表現主義がある。筆
者はミュンヘンのハウス・デア・クンストで、2014年 9月に大規模なバゼリッツの回顧展
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を見ることができた（写真1）。高さ3m以上もある大作が30点以上並んでおり、激しい筆
跡ながら、あくまで具象のイメージがある。また多くは天地が反対に描かれていて、挑発
的であるが、ユーモアも感じる。写真1も、人物が天地逆さまに描かれている。他にも、
新表現主義を代表する作家としてキーファーがいる。こちらも2014年 11月にロンドン
のロイヤル・アカデミ ・ーオブ・アーツで大きな回顧展を見ることができた（写真2）。筆者
もこれまでに数多くの展覧会を見てきたが、ここまで大規模な絵画の展覧会は生まれて初
めてで、凄まじい限りだった。「驚愕の一言」（８）という展評もある。新表現主義もメッセー
ジ性の強い具象絵画なので、キーワードに加えても問題ないだろう。また、キッペンバー
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写真 2  ロンドン、ロイヤル・アカデミー・オブ・アーツのキーファー展
写真 1  ミュンヘン、ハウス・デア・クンストのバゼリッツ展
ガー（Martin Kippenberger、1953-1997）を含む新野獣派と呼ばれる作家たちがいる。キッペン
バーガーの作品は、「絶望的な状況を利用して、生産的な材料にする方法を知っていた」（９）
と述べられ、新野獣派も絶望をユーモラスに変更してしまうところがある具象絵画なので
キーワードとしても問題ないだろう。また、1930年代にヒトラーにより弾圧を受けた退
廃芸術に選ばれた作家も政治的な弾圧を強いられたのでキーワードとして加えたい。
一方、皮肉やユーモアの表現として、ベックマンと同様に表現主義の中で重要な作家に、
オットー・ディクス（Otto Dix、1891-1969）がいる。オットー・ディクスは、「残酷なユーモ
ア」（10）として述べられることもある。このユーモアもドイツ芸術の重要な要素として捉える
ことができ、先行世代としてはスペインのゴヤ、そしてドイツのデューラーまで遡ること
ができるという見方もある（11）。皮肉やユーモアにつながる言葉として、アイロニー、風
刺、悪ふざけ、遊び心、不条理（不合理）、死、破壊の言葉で紹介されたものも選ぶこと
にしたい。そして、絵画以外の作家であるが、ドイツで最も影響力のあるヨーゼフ・ボイ
スの関連作家である。ヨーゼフ・ボイスはよく知られているとおり、政治的社会的活動が
盛んな作家で、教え子も多い。
しかし、最終的にはそれぞれの作品そのものである。一人一人の作家を調べながら、
様々な書物やレビューの中での作家紹介の記述を確認し、政治的社会的表現につながる、
例えばフェミニズムやナチスをテーマとしている作品や、ボイスが特に有名だが、参加型
の作品も社会的と判断したい。
ここでキーワードを整理しておく。表現主義、ライプツィヒ派、新ライプツィヒ派、新
表現主義、新野獣派、退廃芸術、作家紹介の中に皮肉、ユーモア、政治的、社会的、フェ
ミニズム、ナチス、参加型作品、アイロニー、風刺、ジョーク、悪ふざけ、遊び心、不条
理、不合理、不安、暴力的、激情的、破壊、死、グロテスクを含むものである。
3．1414 人について
1414人を生年順に調べていく中でまず目に付くのが、退廃芸術展に選ばれた作家であ
る。退廃芸術とは、「1937年に、ヒトラーの、従ってナチの気に食わない、表現主義を初
めとする近代芸術を誹謗するために、それを、〈退廃芸術〉と銘打って、いわばさらしもの
にした」（12）展覧会である。1414人の中で退廃芸術関連作家として最も年長が、Christian
Rohlfs（1849-1938）で、最も年少が、Fritz Winter（1905-1976）である。生年順にそれまで
に117人の作家を調べたが、その内、退廃芸術関係の作家が、46人いることがわかった。
割合では39.3％である。この数字は後に考察することにする。そして、1921年生まれの
ヨーゼフ・ボイスの登場である。ボイスは、退廃芸術とされたデュッセルドルフ芸術アカ
デミーの教授である彫刻家、Ewald Mataré（1887-1975）に彫刻を学んでいる（13）。ボイス後
は、あまりに膨大な資料なので、少しだけ紹介したい。例えば、1963年ハンブルク生ま
れの、Olav Westphalenは、ただひたすら自転車を運転するだけの映像作品がある（14）が、
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自転車の車輪２つともがナ
チスのシンボルである鉤十
字のマークになっているの
である。明らかに皮肉、ユ
ーモアを感じる作品である。
また、1972年生まれでベル
リンを拠点に活動する
Aram Barthollは、誰もが知っているであろうグーグル地図で検索をかけた時に出てくる赤
いマークを高さ10ｍほどの実際の立体物にして、特定の場所に展示する作品を作ってい
る。筆者も、デュッセルドルフ郊外を車で移動している時に偶然にも目にしてしまった。
田舎のなんの変哲もない公道の脇に巨大なマークが設置されていたのである。あまりに突
然だったので撮影する間もなかったが、一般的な場所にこのようなものが設置されている
こと自体、ユニークというほかない（15）。一つ一つ上げるとキリがないのだが、最終的に
1414人の内、どれだけ表現主義から続く皮肉やユーモア、政治的社会的と判断できる作
家がいるのかというと、実に合計558人にもなることが今回の調査で明らかとなった。こ
れら選んだ作家の画像一覧をネット上にまとめているので確認して欲しい（16）。これらは
著作権の関係でこのようなシェアをするかたちでは問題のないものばかりである。画像を
見るために無料のアカウントを取得する必要がある。作業を進めていく中で、あまりに型
にはまらない作家の多さにただ驚くばかりで、多様性に満ちているところが、ドイツ美術
の魅力であると言えるであろう。1414人の内、558人なので、割合では39.5％となる。
世代別にわけたグラフが図2である。どこかの世代の割合が突出して多いわけではないこ
とが今回の調べで明らかとなった。
3．ドイツにおける現代絵画について
既に前項で述べたように政治的社会的作家が4割弱いることは理解できた。さて、次に
はこの中から絵画のみを取り出してみてみたい。絵画の定義だが、平面作品を作る作家と
したが、写真家は外した。また、絵画のみならず彫刻も作る作家は含めた。その結果、
1414人中、674人が絵画の作家となった。全体からの割合では、47.7％が絵画の作家とな
った。引き続き、その中でどれだけ前章の皮肉、ユーモア、政治的社会的な作家と重複し
ているのかというと、268人となった。674人からの割合で考えると、39.8％なので、こ
の数字は、前節で得た数字とほぼ同じであることがわかった。よってインスタレーション
だから政治的社会的な作家が多いとか、絵画だから多いということでもないことが今回の
調査で明らかとなった。そして以下が268人のリストで、生年順に根拠の一つとなった参
考資料とキーワード一覧である（表１）。また、ネット上でも図版を確認することができ
る（17）。
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図 2  皮肉ユーモア政治的社会的作家の世代別割合
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表 1  ドイツ絵画における皮肉ユーモア政治的社会的作家一覧
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このように見ると、如何に表現主義から続く、具象でありながら、皮肉で激しく独自に
進化した絵画が多くあるのかを理解することができる。
4．退廃芸術の 39.3％と全体の 39.5％という数字
今回調査して明らかとなった、退廃芸術の割合である、39.3％と全体の皮肉、ユーモア、
政治的社会的作家の割合である39.5％はほぼ同数字である。また、絵画の皮肉、ユーモア、
政治的社会的作家の割合が39.8％であるがこれもほぼ同数字でどの時代にかかわらず、ま
た分野にかかわらずコンスタントに約4割の皮肉、ユーモア、政治的社会的作家がいるこ
とがわかる。いつの時代でもいると考えれば話は早いが、ここでは少し深読みして考えて
みたい。今回サンプル数が少なかったために日本と比較することができなかったが、日本
にここまで、皮肉やユーモア、政治的社会的作家が多いとは思えない。ここまでドイツが
多い理由について、戦後ドイツでは複数の退廃芸術を振り返る展覧会を行うなど、社会の
努力によって多くなっているのではなかろうか？　戦前に迫害された作家を大切にした割
合で、現在も推移していると考えることもできるのではなかろうか？　このような問を今
回複数の人にインタビューを行ったので、紹介したい。インタビュー記録は、通訳の言葉
をそのまま書き起こしている。まず、著名な美術館であるMuseum Kunstpalastの学芸員、
Dr. Bettina Baumgärtel氏の言葉を紹介する。インタビューは2014年 10月 8日に、Museum
Kunstpalastの学芸員室で行った。表現主義以前のデュッセルドルフスクールオブペインテ
ィングにどれくらい、皮肉、ユーモア、政治的社会的作家がいたのかを質問した。なぜな
ら、デュッセルドルフスクールオブペインティングに皮肉、ユーモア、政治的社会的作家
が少なければ、戦後の努力で増えたと考えられるかもしれないと思ったからである。デュ
ッセルドルフスクールオブペインティングとは、1819年から 1918年の間、デュッセルド
ルフアカデミーを中心に4千人の作家がいたとされ、アメリカにも影響を与えた動きであ
る（18）。そのデュッセルドルフスクールオブペインティングについて Dr. Bettina Baumgärtel
氏の発言である。
1819年から 1918年の間、最初の作家たちは全く政治と関係ないですが、後の方の
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作家たちは、全部で40％近い作家たちが政治的な意味合いを持った作家であること
もあり得ると思います。（中略）マラカステンという小さな集まりがありますがそこで
いくらかの芸術家たち前衛的な芸術家たち総合芸術の様な感じで絵画と音楽と詩と演
劇と衣装というものを全て統一して紹介した展示会がありました。芸術家の集まりが
ありますがアカデミーの外で千人くらいはいますが、その芸術家たちが個人的に、団
体というかつくってその中心になっているのがマラカステン。アソシエーション。漫
画的な絵画を描いたり、ここで先ほどいいました総合的な芸術、全てを一緒にここで
集めて紹介した。ここではユーモアが花開いている。自由が象徴されている。この集
まりの大切なことは、みんなで集まって社交的で楽しく過ごすことでした。（中略）カ
ントやヘーゲルやそういう哲学者の自由主義的な考え方の影響を非常に受けている。
よって、デュッセルドルフスクールオブペインティングにも、多くの皮肉、ユーモア、
政治的社会的作家がいたことを理解できたので、表現主義以前から多くいたことがインタ
ビューにより明らかとなった。
次にデュッセルドルフクンストアカデミーでボイスと活動を共にした美術家であり、今
回の絵画の268人の一人にも入っている Felix Droese（1950- ）氏のインタビューを紹介す
る。彼は約２時間、ドイツ芸術について話した。インタビューは2014年 10月 22日に彼
のアトリエで行った。彼を仲介した日本の作家、井上廣子氏も同席している。ドイツの皮
肉やユーモア、政治的社会的傾向の作家が多いことについて述べられている。
ヒトラーの時代があったおかげで、その後、第二次大戦後にはアーティストたちは
切実にそうではない芸術をしたいという気持ちを強くした。（中略）1945年にドイツで
は Stunde Nullという言葉で言っていましたがゼロという言葉が出来て、右でもない、
左でもないゼロという再スタートがあった。それで真空状態の中でアーティストは真
空状態になったからこそもっとまた自由に動けるようになった。ドイツの場合、真空
状態になってその実験が起こりやすい土壌になっていた。パリだったらエコールドパ
リをしていれば良いという感じ、アメリカだったら抽象表現主義で個人の自由の表現
をして。ドイツの場合はそれよりももっと根が深かった。ドイツは伝統が壊された。
例えば日本でいうと広島で原爆がありましたがそれが芸術上でドイツに起こったと想
像してもらったら解ると思います。（中略）ドイツは何が芸術か、芸術の概念について、
多分世界中で一番激しくディスカッションが行われた国だと思います。（中略）個人が
することは全てが社会と関係がある。社会と自分は違うものではなく、個人個人全て
の人が社会と関わっている。ヘーゲルが書いた本があり、その本とドイツ人は関係し
ているのではと思っている。（中略）ドイツでは特に強く自分で思考することがとても
強く抑圧された時代がありました。だからこそ爆発した。そして、上からこのように
考えなさい、このようにしなさいというのは受け入れられない。でしかもそれは社会
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に認められました。どういうことかというと社会が認めたと言うことは今からお話し
するドイツの美術史に関係が出ている。19世紀終わり20世紀始めにドイツには特別
な社会的形を持った芸術が生まれました。Künstlerverein（「作家協会」の意。以後、キ
ュンストラーフェアアイン）というお金を持った普通の市民とアーティストが一緒にな
って、組織を作りましたが、キュンストラーフェアアインという組織自体はドイツ以
外のどこの国にも見ることが出来ません。ドイツの各市にキュンストラーフェアアイ
ンというのはあります。デュッセルは特に大きい。このキュンストラーフェアアイン
という中でとても重要で意味のあることはコマーシャルな美術に重きを置いていない
ということです。パリにはサロンというものがありました。パリのサロンの仕方とは
全く違います。そこではやはりアーティストは作品を売りたい、売る目的でサロンに
展示します。そういうものではありません。キュンストラーフェアアインとは学校の
ような感じです。アソシエーション。芸術に興味のある市民が来たり、作家も来て話
をしたりする感じです。世界大戦後に特に活発になった。キュンストラーフェアアイ
ンは国家とも何何党とかの政治の党とも関係ない自由なアソシエーションで、特に世
界大戦後に盛んになった。（中略）キュンストラーフェアアインでは私に限らずアーテ
ィストは自由に話して良い。教養があるかどうかは置いておいて。それはとても面白
いと思います。それはデモクラシーと関係があります。政党とか、天皇とか、王様と
かに頼まれてとかではなく、アーティストが自分たちでオーガナイズする。このキュ
ンストラーフェアアインの存在も多くのドイツの作家がランキングに入っていたのと
関係があると思う。
戦争ですべてが破壊された後、芸術の概念について、世界中で一番激しくディスカッシ
ョンしたという作家の発言には大変重たいものがある。そして、ヘーゲルの存在とキュン
ストラーフェアアインへと続くが、キュンストラーフェアアインとベッティーナが述べた
マラカステンは、同じ意味であり、その存在の大きさも理解できた。
次に、Kunstraum Düsseldorfという公立の画廊のオーガナイザーであるMichael Jonas氏の
インタビューを紹介する。インタビューは2014年 10月 23日に、Kunstraum Düsseldorfで
行った。
詫摩：私はドイツの作家1414人を一人一人調べました。すると表現主義や政治的社会
的、ユーモア、皮肉な作家と判断できる作家が558人となりました。割合にすると
39.5％です。この値はとても大きいと思いますが、どう思いますか？
Jonas：私の観察からすると２つの大きな流れがあると思う。一つはすごくまじめなで
悲劇的で重たいテーマを扱っている。もう一つがどちらかというとライト、軽いテー
マを扱っているという二つあると思う。一つこのような言葉がある。ユーモアという
のは絶望の礼儀ただしさ。どういうことかと言うと、作家の人は不満足なことをアイ
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ロニー的にくるんで見せるようなことをすると思います。それは古代から例があると
思います。悲劇、喜劇の劇がありますよね。それが、私が先ほど二つに分けられると
言ったことと似ていると思います。（中略）
詫摩：そのような悲劇的、喜劇的を重視している作家がドイツには例えばアメリカよ
り多いということでしょうね。
Jonas：アメリカに比べたら絶対に多いと思います。
詫摩：私もそこがドイツの面白いところだと思っています。
Jonas：フランクフルト派の次の世代、アドルノ、ベンヤミン、ハーバーマスの哲学者
たちが言うにはアイロニーが一番の強い武器である。暴力を使わずに抵抗することが
出来る一番強い武器がアイロニーである。
詫摩：ドイツの作家はそういうことを習わなくても染み付いている人が多いのでしょ
うね。
Jonas：私の世代のアーティストは特にヒトラーの頃に絵を描いては行けないとかあっ
たことは少し前なので知っていて自由に行いたいとしている人がすごく多いと思いま
す。それはやはりそのように上からヒトラーのように抑圧されたおかげというかされ
たために自由への欲求が強くなったと思います。
詫摩：話を進めますが、1414人の中で、1800年生まれから1905年生まれまでの作家
を調べました。全員で117人いましたが、その内46人が退廃芸術関係作家で、その
割合は39.3％でした。この数字は全体の割合とほぼ同じです。戦後に3回の退廃芸術
を検証することも行っていますが、そのような社会の努力が、現代も政治的社会的作
家の同じ割合として推移していると言えるかもしれませんが、率直な意見でいいので
どう思われますか？
Jonas：絶対そうだと思います。ナチスが当時、退廃芸術としたものは個人（インディ
ビジュアル）が出ている作品だったので当時ナチスがしていたことは規格化というこ
とで全てを規格化して当てはめる、そうでないものは全て退廃芸術として烙印を押し
ました。説明するのがとても難しいですがナチがそのように規格化をしたおかげでそ
の後、そういうことに反対するためにも個人性を強く出すということが行われました。
上から決められたこのようにしてくださいというのに反対するために個人性を出しま
す。出すのに表現としてとても便利なのがアートです。挑発するということをよくア
ートではします。
また、1999年よりドイツにアトリエを構え活動している日本の作家、井上廣子氏も同
じく、キュンストラーフェアアインの重要性とナチを引きずっている作家の多さを指摘し、
作家が活動する理由として自己のポリシーを守るためであることを強調した。
これら、インタビューをまとめると、ここまで、皮肉、ユーモア、政治的社会的作家が
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多い理由について、インタビューをする前には、戦後の努力によりこのように皮肉、ユー
モア、政治的社会的な作家が多くなったと思っていたが、インタビューをした結果、その
前から、多かった事が明らかとなった。一方で、ヒトラーによる迫害により、型に当ては
まることを極端に嫌っていて、それはキュンストラーフェアアイン（マラカステン）によ
り、市民にも根付いていることを理解することができたが、その点に関してはまだ資料不
足の点もあるので、今回はインタビューの事実を記録にとどめることにし、今後も調査を
続けたい。
5．結論
今回調査をして、まず10000位の中にドイツの作家が1414人いた事実に驚かされた。
そしてそのすべての作家がオリジナリティに優れ、多様性に富んでおり、調べていく中で、
はじめの違和感はますます増して行き、どうしてこれで成り立っているのかの驚きの連続
だった。美術館で展覧会を行うにいたらない若手の作家が発表する公立のスペースが多々
あることも今回のインタビューにより知ることができ、ドイツに優れた作家が多い理由と
しても考えられる。そしてドイツ国籍の作家1414人を調べた結果、4割弱の作家が、皮
肉やユーモア、政治的社会的作家であることが今回の調査で明らかとなった。様々なとこ
ろで行われる国際展ではそのような作品が多いことを多くの人が何となくは感じているも
ののこのように数字で明らかとしたことには意義があるだろう。絵画に関しても、ほぼ同
じ数字であったことも今回の調べで明らかとなった。また、ここまで、ドイツで皮肉、ユ
ーモア、政治的社会的作家が多い理由について、立場の違う複数の人にインタビューをし
た結果、キュンストラーフェアアイン（マラカステン）の存在の大きさを理解したが、こ
の点についてはまだ資料不足の点も否めないので、今回は記録のみに留めたい。筆者が滞
在した2014年の全く同じ時期に、ロンドンのロイヤル・アカデミー・オブ・アーツではキ
ーファーの大規模な回顧展が、同じくロンドンのテート・モダンではポルケのやはり大規
模回顧展、そしてニューヨークのグッゲンハイムでは、Felix氏が話してくれた「ゼロ」
の大きな展覧会（これは未見である）が行われ、世界中でドイツ美術に注目が集まってお
り、質の高さを思い知らされた調査となった。最後に本研究を行うにあたり、快くインタ
ビューを引き受けて下さった、Dr. Bettina Baumgärtel氏、Felix Droese氏、Michael Jonas氏、
また Felix氏とのインタビューのセッティングに協力いただいた井上廣子氏、山田浩之氏、
そして通訳の浅野芳子氏、岡本あきこ氏に深く感謝申し上げたい。
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